
・学年集会では生徒（体育祭実行委員会等）に球技大会等スポーツの行事を計画させ、実施す
る。自分たちで取り組むことの良さを理解させ。体力・健康についての意識を高める。
・体育祭では、保健体育科で培った資質能力をさらに発展させ、集団での競技や演技に取り組む
ことにより、スポーツや運動の喜びを感じさせる。
・保健活動を通して、自分の心身の状況を把握し、課題を解決する能力を育む。
・学校保健委員会では、学校の健康課題を取り上げ、全校を挙げて健康に関する意識を高め
る。
・その他、上半期の振り返りを踏まえて取り組みを工夫、改善し、生徒の運動習慣・生活習慣が
確立するよう取り組む。

図は昨年度の横浜市学力学習状況調査の結果であ
る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上：教科学力
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　左下：生活意識
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　右下：学習意識
　

学校全体の学力・生活意識・学習意識は、いずれも横
浜市の平均を下回る結果となった。
国語科では、「複数の情報に基づいて、自分の考えを
まとめる」「目的に応じで必要な情報に着目して要約
する」の項目で特に課題が見られた。社会科では、資
料から○○について読み取り、まとめたり表現したり
する問いに関して課題が見られた。数学科では、○○
を考察し、表現する問いや○○を活用する問いに関し
て課題が見られた。理科では、考えを作り出したり、規
則性を見いだす問いに課題が見られた。外国語科で
は、内容を把握し、要点を把握する問いに関して特に
課題が見られた。
本校では、学習に見通しをもたせ、ねらいをはっきりと
明示し、主体的・対話的な学びを行うための授業展開
を行うよう意識して学習を進めている。今年度は学び
のプランと称した単元計画を生徒に配布し、学習の見
通しの可視化を目指す。また、主体的で対話的で深い
学びや情報端末を使用した学習を職員全体で進める
ために、校内授業研究を２回行い、授業改善に努め
る。

授業の振り返りの場面を意識的に設定し、学習に主体的かつ対話的に取り組めるよう
な授業をデザインすること。

(１）体育・健康に関する実態
　　・保健体育の授業や体育祭などの行事には意欲的
に参加し、活動する生徒が多い。
　　・昼休みには、貸し出しボールなどを使って校庭で
身体を動かしている生徒がいる一方で、教室内や校
舎内にとどまっている生徒も半分近くいる。
　　・授業や部活動、または体育的行事に対しては意
欲的に取り組もうとする生徒が多いが、それ以外の生
活の中に意識的に運動を取り入れようとする生徒は
少ない。
　　・新年度の欠席者数は少ないが、徐々に欠席者数
は増加し、冬季になると感染症での欠席者も含めると
１３％程度に推移する。
　　・欠席の理由としては、ODやゲーム、スマホの依存
傾向による昼夜逆転等が挙げられる。
　　・睡眠不足や朝食欠食による体調不良を訴えての
保健室来室が頻繁にある。
（２）体力の概要と要因の分析
　　　＜新体力テストの結果より＞
　・男女ともに全国平均値とほぼ同じである。
　・男女ともハンドボール投げについては比較的良い
数値である。
　　　＜その他＞
　・柔軟性・持久力について課題がある生徒が多い。
　・体力的に優れた生徒とそれ以外の生徒との差が大
きい。
【要因の分析】
　運動について意欲がある生徒も多い一方、新体力テ
ストで著しい成果は出ていない。要因のひとつとして、
メディアへ過剰に接する生徒が多いことが考えられ
る。（←全国学力状況調査の結果）即ち、基本的な生
活習慣が乱れがちで体力低下になっていると思われ
る.

健康教育を充実し、生徒が健康に生活するために必要である適切な運動習慣・生活習
慣を確立する力を育む。

目標を実現するための具体的行動プラン 目標を実現するための具体的行動プラン

上
半
期

国語科…社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付け、伝え合う力を高める。
社会科…地理的事象や歴史的事象を学ぶことで、日本の一員としての自覚や態度を育てる。
数学科…論理的思考を養い、自分の考えを伝えるための力をつける。
理科…課題解決を行う際、個人、ｸﾞﾙｰﾌﾟ、全体で考察する活動や説明をする活動を取り入れ、仮
説の議論や結果の共有、考察等において協働的に学ぶ場面を設定する。
音楽科…歌唱、鑑賞などを通して、自分の想いや考えを人に伝えていく力を育てる。
美術科…絵画（描写）を制作する過程でその作品とじっくりと向き合い、そのニュアンスを自分な
りの感性で作品にできる場面を設定する。
保健体育科…健康や運動に関する自己の課題を発見する力をつけさせるとともに、その解決に
向けた協働的な学習を進める。
技術家庭科…作業学習を通して、日々の生活における課題や社会が抱える課題に目を向け、解
決方法を探求する。
英語科…ペアやグループでのコミュニケーション活動を通じて、他者の意見を聞き、自分の意見
を表現する場面を設定する。

上
半
期

《保健体育科での取組》
・新体力テストの結果をもとに不足している力について始業前の補強運動を積極的かつ継続的
に行う。
・運動の楽しさや喜びを感じ、運動の習慣化に繋がるような取り組みを行う。
・体力を高める運動を各単元で行い、継続的な体力向上をめざす。
《保健に関する取り組み》
・健康診断を通して自分の身体について知り、成長には個人差があることを理解する力を身につ
ける。
《他領域での取組》
・道徳の時間や学級指導の中で、スマートフォン等のメディアの問題を理解させ、基本的生活習
慣を確立することが健やかな体づくりの第一歩であることを学ばせる。
・給食の時間や保健体育科、家庭科、社会科、理科の授業を通して、心身の成長や健康の保持
増進の上で望ましい栄養や食事のとり方を理解し、自ら管理していく力を育てる。

今年度の目標 健やかな体に関わる本校の状況

下
半
期

国語科…話し合い活動等、協働的に学ぶことを通して、自分の思いや考えを広げたり深めたりす
ることができるようにする。
社会科…授業や学習課題を通して学んだことを活かし、社会が抱える諸課題を解決する方策等
の理解を深め、考える力を養う。
数学科…証明や説明を通して、自分の考えを伝える手法を学ぶ。
理科…課題解決を行う際、個人、ｸﾞﾙｰﾌﾟ、全体で考察する活動や説明をする活動を取り入れ、仮
説の議論や結果の共有、考察等において協働的に学ぶ場面を設定する。
音楽科…合唱などを通して、根拠を持って自分の想いや考えを人に伝えられる力を養う。
美術科…彫刻を制作する過程でその作品とじっくりと向き合い、そのニュアンスを自分なりの感
性で作品にできる場面を設定する。
保健体育科…グループ活動を中心として、自己の健康保持増進と体力の向上を目指す力を身に
つけさせる。
技術家庭科…作業学習を通して教え合い自己肯定感を互いに高められるようにする。
英語科…目的や状況を捉えながら主体的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育てる。

下
半
期

学力向上アクションプラン 健やかな体の育成プラン

今年度の目標

重点取組分野 具体的取組 重点取組分野 具体的取組

授業改善
①授業改善の視点である主体的・対話的で深い学びを踏まえ、生徒自らが問いを見いだし解決していく授業を行
うために研究研修を行います。②学習の成果を的確にとらえ、生徒自身が自らの学習を振り返って次の学習に
向かうことができるように学習評価を行います。

健康教育
①新体力テストを実施し、その結果を基に体力向上に向けての取り組みを充実し、生徒が自主的に運動に取り
組む環境を整えます。
②食育や保健活動、学校保健委員会の充実を図り、健康な生活を送ろうとする意識や実践力を高めます。担当 研究部 担当 指導部保健指導係

学力向上に関わる本校の状況

「高めあう・やりぬく・感動する」
　○学習への興味と関心を広げ、自ら進んで学習に取り組もうとする生徒を育てます。（知）
　○規則正しい生活習慣を身につけ、心身ともに健康な生徒を育てます。（徳・体）
　○互いの違いや良さを認め合い、思いやりとやさしさを持った生徒を育てます。（徳）
　○何事もあきらめず挑戦していく生徒を育てます。（徳）
　○集団や地域の一員としての自覚を持ち、社会に貢献できる生徒を育てます。（公・開）

（１）豊かな心に関わる児童生徒の実態
令和４年度市学力・学習状況調査の質問「いじめはど
んな理由があってもいけないことだと思いますか。」の
質問に対し、１学年は末吉中９０％（市８５％）と市を上
回っているが、学年が上がるごとに、２年８１％（市８
０％）、３年７８％（市７９％）と、校内が減少し、市と逆
転となる。

（２）これまでの学校の取り組み状況
・道徳の授業の充実
・教育相談などの相談活動の充実
・人権講演会の実施

教職員の人権感覚を磨き、生徒の個性の尊重を視点にした人権教育を充実し、生徒に
自主自立の力を育む。

目標を実現するための具体的行動プラン

上
半
期

【特別の教科　道徳　としての取組】
〇「道徳の授業」の充実
　・道徳の授業を通して生徒が成長を実感できるように、日々の振り返りを大切にする。
　・仲間との意見交換を通して多様的な考え方に触れ、改めて自らに目を向ける授業展開を行
う。
〇「日常の生活」の充実
　・「豊かな心の育成」には「日常の生活」の充実が最も重要であるという観点から、毎日の授業
や行事の指導を通じて全職員で指導を行う。

【他の領域での取組】
〇福祉委員会の活動（ユニセフ募金の取り組み）

教育課程全体で
育成を目指す資質・能力

      ＜自分づくりに関する力＞
　　〇自己肯定感

　　〇コミュニケーション能力
　　〇地域貢献・社会参画する力

具体化した資質・能力

夢や目標を持ち、生き方を追求する姿勢
社会生活の中での協調性　　　　　　　　自分の責任で行動する態度

伝え合うことでお互いの考えを深化させる力　　自他の違いを受け入れる態度
　　社会に関する知識　　　　　　　 　　　 自分らしさを発揮しようとする姿勢

下
半
期

〇人権作文（コンテストに参加し、意識を高める。）
〇「人権講演会」の実施
　・各学年の課題に沿った人権講演会を実施する。外部より各方面の講師を招き、様々な視点か
ら人権について学び、豊かな心を育む。
〇人権標語を作成し、学級内・校内で交流する。

中期取組目標
学校・家庭・地域の連携や教師力の向上に組織的に取り組み、「信頼される学校」の実現を目指します。
　〇授業改善や評価の研究に取り組み、主体的・探究的に学ぶ生徒を育てます。
　〇個々の生徒の特性を理解し適切な支援を行うことで、誰もが安心できる環境づくりを進めます。
　〇統一した方向性で生徒指導にチームで取り組み、場や時に応じた適切な行動を考え実行する生徒を育てます。
　〇学校運営の公開性を高め、保護者や地域社会から信頼される開かれた学校づくりを実践します。
　〇積極的な情報共有や充実した研修を通して互いに同僚性を高め、学び続ける意欲をもった職員集団を育てます。

人権・道徳教育
①人権講演会や人権作文・人権標語への取り組みなどを通して人権尊重の基盤を育成し、SDGｓなどグローバ
ルな視点で思考する生徒を育てます。
②道徳の授業では生徒の実態に応じた教材を選定し、「議論する道徳」を促せるよう指導方法を工夫します。

担当 指導部学習指導係

学校教育目標 豊かな心に関わる本校の状況 今年度の目標

横浜市立 末吉中学校 令和５年度 豊かな心の育成推進プラン

中期取組目標実現に向けた「三つのプラン」
重点取組分野 具体的取組


